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再造林の低コスト化をいかに進めるか

要　旨
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一貫作業システムで地拵え・植栽コストを削減
これまでの作業システムで、伐採・搬出と地拵え・植

栽を別々の時期に行っていたのに対し、「一貫作業システ
ム」とは、伐採・搬出に使用する車両系機械を活用して、
伐採に続けて地拵えや苗木の運搬を行い、植栽までの作
業を連続して短期間に行う方法です。このシステムでは、
時期を選ばず植栽が可能なコンテナ苗を活用します。コ
ンテナ苗は植栽が容易なため、同じ時間で裸苗の約 2 倍
の本数の植え付けが可能でした。一貫作業システムによ
り、従来の作業方法に比べて労働投入量が２～３割です
むという結果が得られました。

下刈りを隔年で実施して経費を圧縮
植栽後 5 ～ 6 年の間毎年実施する下刈りは、植栽木が

雑草木との競争に負けないように林地を刈り払う大変な
作業で、育林コストの半分近くを占めています。スギ植
栽木と雑草木との競争の実態を調べ、下刈り回数を減ら
した時のスギの成長を予測し、下刈り経費を計算しまし
た。その結果、一年おきに下刈りを実施した場合には、
従来の毎年下刈りよりいくらか成長は低下しますが、下
刈りの総経費が 3 割程度削減され、低コスト化の選択肢
の一つとして提案しました。

下刈りを省略してシカ被害を軽減
増えすぎたシカによる植栽木の食害も大きな問題とな

っています。被害を防ぐためにはシカ柵を張りますが、
その設置と維持には多くの費用がかかります。下刈りを
省略して雑草木が繁茂すると、柵なしでもスギ苗木の食
害が軽減されることを実験的に明らかにしました。雑草
木に覆われても比較的良く育つスギ品種の選抜を進め、

「日向署 2 号」などが有望であるという結果を得ました。

スギ大苗を効率的に生産
苗高が 120cm を超えるような大苗を植栽すれば、シ

カによる梢端部の食害の回避や、下刈り回数を減らす効
果が期待できます。スギポット大苗の効率的な生産シ
ステムの開発に取り組み、播種から 2 年半で最大樹高
120cm のスギ苗を作ることができました。

再造林コストを予測して最適な育林方法を選択
これらの成果をもとに、地拵えの方法、苗の種類や下

刈り回数等を選ぶ多様な育林方法に対して、地拵えから
下刈り期間終了までに必要な経費を計算する育林コスト
シミュレータを開発しました。これによると、一貫作業
システムと隔年下刈りを取り入れた低コスト例１の場合
には、従来の方法に比べて 36% のコストダウンになり
ます（表 1）。また、施業プランナー等が、様々な育林方
法の中から最適な方法を決定する際の支援ツールとして、
地位や林道までの距離などの既存の地理情報から GIS を
使って再造林適地を判定するシステムと、モバイル端末
により現場で簡単にコスト計算が可能なシステムも開発
しました。

本研究は、新たな農林水産政策を推進する実用技術開
発事業「スギ再造林の低コスト化を目的とした育林コス
ト予測手法及び適地診断システムの開発」による成果で
す。成果は「低コスト再造林の実用化に向けた研究成果集」
にまとめられています。
(http://www.ffpri.affrc.go.jp/pubs/chukiseika/
documents/3rd-chukiseika7.pdf) 

戦後植栽されたスギやヒノキの人工林の多くが林齢 40 ～ 50 年になり、伐採時期を迎えて
います。しかし、低迷する木材価格に対して植林と保育に必要な経費が高いため、伐採した
まま再造林を放棄する事例も見られ問題になっています。伐採とその後の再造林を後押しす
るため、再造林に必要な経費を削減する低コスト化に取り組みました。その結果、伐採から
植栽までを連続して行う「一貫作業システム」を採用し、コンテナ苗の活用、下刈りの省略
によって、植林と初期保育にかかる経費を従来の2/3程度まで削減できることがわかりました。
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図 1　再造林コスト削減のポイント

表 1　コストシミュレータによる作業例別の再造林コストの試算

人力
林内で造材するため

大量の林地残材処理が必要

裸苗

人力

毎年1回で6年間

地拵
（土場残材の処理を含む）

苗木

苗木運搬

下刈

グラップル＋人力
全木集材のため

林地残材の量は少ない

コンテナ苗

フォワーダ

隔年下刈り

グラップル＋人力
全木集材のため

林地残材の量は少ない

大苗

フォワーダ
スイングヤーダ

隔年下刈り

伐採・搬出 伐採：チェーンソー
集材：集材機

伐採：チェーンソー
集材：グラップル

伐採：チェーンソー
集材：スイングヤーダ
造材：プロセッサ

従来式 低コスト例１
緩傾斜地でコンテナ苗

低コスト例２
急傾斜地で大苗




